












1.尿路感染部位決定に関する試み 

和田博義,長谷川英夫 

私どもは尿路感染部位決定の 1 つの試みとして Anti-body Coated Bacteria(ACB)および

StemheimerMalbin染色によるpale ce11の検出を腎孟より直接採尿可能な症例(Ⅰ群Table 

I,Ⅲ,V)とヒビテン消毒後中間尿あるいは消毒後ハルンパックによって採尿を行った症例

(Ⅱ群 TableⅡ,Ⅳ,VI)とを比較し,次の様な結果を得た｡ 


